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Ⅰ ティーチング・ポートフォリオ    

１．教育の責任（教育活動の範囲） 

獣医学部動物応用科学科および獣医学研究科動物応用科学専攻における「動物

繁殖学」および「動物繁殖学研究室」を担当し、人類の福祉のために動物を利活用

するために必須となる動物の繁殖に関連した分野におけるその機序および関連技

術等について教授した。また、この発展型講義の「動物分子生殖科学」および「動

物受精卵移植論」においては社会における「動物応用科学」の重要性および「動物

繁殖の利活用」についても解説した。さらに、学部３・４年生に対して「動物繁殖学」

における配偶子・初期胚を体外において様々な操作を加える「動物生殖工学」領域

に関連した「卒業論文研究」指導および大学院修士論文の審査を行った。 
 

科目名 学科・専攻 必，選，自 配当年

次 

受講者

数 

「動物繁殖学」 動物応用科学科 必 2 135 

「動物分子生殖科

学」 

動物応用科学科 選 3 60 

「動物受精卵移植

論」 

動物応用科学科 選 3 60 

     

     

２．教育の理念（育てたい学生像，あり方，信念） 

１．激変する現代社会において、動物応用科学の視点を持って、自らの社会活動・

業務に対して、適切な創意工夫をもって遂行でき、同時に、それに関連する重要な

課題・問題点等について自ら把握できる人材を育成する。また、社会の一員として

人類の福祉に貢献する動物応用科学の視点から、常に進展、あるいは変化するさ

まざまな社会状況や関連する科学情報について適確に課題を把握できるように情

報を自ら収集し、適確にその解決や対応に向けた手段を考え、実行する能力を有

する人材を育てる。さらに、人類の抱えるグローバルな食料生産・地球環境保全等

の重要課題に対して、的確に状況を把握でき、さまざまな知識・技術を適切に組み

合わせ、自らの周辺に存在する関連する課題・問題に対し、自ら解決に積極的に

向き合い、そして解決法を考え、実践することができる人材を輩出する。  



３． 教育の方法（理念を実現するための考え方，方法） 
教育の目的と目標: 学修は、学修者自身のモチベーションが非常に重要である。

授業やゼミ等において、学修者が自ら積極的に取り組みことができるように、教育

の目標とする課題の重要性、社会での意義、利活用の実例等について、より具体

的な事例や数値などを提示することによって、学修者が自ら取り組むべき分野の重

要性について、より明確に意識した上で学修に取り組めるように工夫する。また、ニ

ュースなどで取り上げられる身近な関連事項を紹介し、課題の重要性について追

加的に補強する。さらに、教育を進めていく上で学修者の理解度をレポートや小テ

スト等で把握しながら、適時、復習や追加的、かつ適切な解説を加える。その際、

双方向的なテスト解答およびレポート課題に対するコメント等を利用することによ

り、学修者に対する個別の補強指導を行う。また、学修者の理解度等の状況に応

じて、教育対象分野の重要な点をさらに絞って、より本質的な点について、焦点を

当てつつ、テストやレポート課題等を適切に修正しながら課し、より本質的な部分を

掘り下げ、対象分野の重要性や課題に対する理解を深められるように工夫する。こ

れらのためには、これまで以上に社会のニュースや生活関連事例、それらに関連

した著書や関連研究論文等についてより広く情報を収集し、学修者に対する教育ソ

ースの充実に勤めていく。 
 

アクティブラーニングについての取組 

学修者が自らの学修に対して積極的に取り組みことができるように、教育の目

標とする課題の重要性、社会での意義、利活用の実例等について、より具体的

な事例や数値などの資料を提示しながら教授する。 

 

ICTの教育への活用 

「AZamoodle」の「テスト」・「課題」などをより一層活用する。 

4. 教育方法の改善の取組（授業改善の活動） 

①教育（授業，実習）の創意工夫（B） 

②学生の理解度の把握（B） 

③学生の自学自習を促すための工夫（B） 

④学生とのコミュニケーション(質問への対応等) （A） 

⑤双方向授業への工夫（B） 

※A（十分実施している）B（実施しているが十分でない）C（うまく取り組めていない） 

上記を鑑みて現在の授業実践・教授手法をどのように改善していますか。 



「アクティブラーニング」の強化を図るために授業の導入部分における提示資料を

見直し、強化する。さらに授業の項目ごとに、その応用・利活用の事例等を示すよ

うに授業資料を準備する。これらの改善・変更の効果を「AZaMoodle」のテスト・課

題で確認しながら授業を進めていく。         

5.学生授業評価 

① 授業評価の結果をどのように授業に反映させましたか。 

大きな問題点はない。可能な限り授業資料を「AZaMoodle」を介して公開する。 

② ①の結果はどうでしたか。 

遠隔の授業や学力考査であったことから、学生の習熟度や反応を正確に把握する

ことが難しかった。 

② を踏まえて次年度はどのように取組みますか。 
遠隔授業であっても双方方向の授業を試みるため、「AZaMoodle」のテスト・課題の

コメント等を活用する。  
6.学生の学修成果 

① 学生の成績向上に資する取組を何か考えていますか。 

学修項目と直接関連するような社会ニュース・著書・学術論文の事例等を提示し、

その課題についての背景、解決手法および展開について、具体的な事例等を用い

て解説する。 

（参考となる取組については，学内で共有させていただく予定です。） 

②教育活動によって得られた学生の成果及び学生・第三者からの評価 

 卒業および修了後における対象学生の進路 

7. 指導力向上のための取組（FD研究会参加状況） 

積極的に参加する 

8．今後の目標（理念の実現に向かう今後のマイルストーン） 

人と動物の共生を目指して、遺伝子レベルから生態系レベルに至る動物の保有する諸機能を

人間生活に安全かつ効果的に利活用するための知識と技術およびその組み合わせ等を教授

するために、「ポストコロナ」に対応した授業資料等を作成し、学生満足度の高い教授法につい

て検討する。  
9．添付資料（根拠資料）（※）資料名のみ 

  

 

●FD研修事後課題（ピアレビューによるブラッシュアッ プ）の
実施   

●下線部以外は今回新規追加した事項を示す。 

該当を〇で囲む 有・
無 



参考 

※ ティーチング・ポートフォリオにおける⾃⼰記述を裏付けるエビデンス例 

 

（「実践ティーチング・ポートフォリオ スタータブック」（⼤阪府⽴⼤学⾼
専ティーチング・ポートフォリオ研究会 編）から引⽤） 

 

（⾃ら作成するもの） 

1. 授業に関するもの 
シラバス，⼩テスト，宿題，レポート課題，試験問題，教材（配布資料，
パワーポイント資料など） 

2. 教育改善に関するもの 
（教育に直接貢献する研究，FD プログラムなどへの参加記録，教育の⼯夫
を⽰すもの（複数年のシラバス等），教育活動関連の補助⾦の獲得 

 

Ⅱ 業務エフォート 

・業務エフォートは，原則合計を 100％に設定してください。 

・「２.学術研究」の査読付き論文の実績（過去 3 年以内）は，必ず記載してください。 

・教授の方又は法人役員の方は「5.管理運営」のエフォート（下限値 20％）を割り当

て，活動実績を必ず記載してください。 

・上記以外で報告すべき取組や活動等の実績があれば，「6.その他」に記載してくださ

い。 

・各項目の行は適宜追加して記載してください。ページが増えてもかまいません。 

活動分野 業務エフォート       備         考 

1.学生教育 35％ 講義・研究指導 

2.学術研究 20％ 査読付き論文の実績（過去３年以内） 5件（論文） 

1. Kageyama A, Tsuchiya M, Terakawa, J, Ito J, 
Kashiwazaki N. 2023. A combined treatment 
with progesterone, anti-inhibin serum, and 
equine chorionic gonadotropin improves 
number of ovulated oocytes in young C57BL/6J 
mice. J. Reprod. Dev. 69. 223. 

2. Hirose Y, Kikuchi A, Kageyama A, Sugita H, 
Sakurai M, Kawata Y, Terakawa J, Wakayama 
T, Ito J, Kashiwazaki N. 2023. Successful 
production of offspring derived from 



phospholipase C zeta-deficient sperm by 
additional artificial activation. Life (Basel, 
Switzerland) 13. 4. 

3. Namiki T, Terakawa J, Karakama H, Noguchi 
M, Murakami H, Hasegawa Y, Ohara O, 
Daikoku T, Ito J, Kashiwazaki N. 2023. Uterine 
epithelial Gp130 orchestrates hormone response 
and epithelial remodeling for successful embryo 
attachment in mice. Scientific reports 13. 854. 

4. Kageyama A, Suyama A, Kinoshita R, Ito J, 
Kashiwazaki N. 2022. Dynamic changes of 
intracellular zinc ion level during maturation, 
fertilization, activation, and development in 
mouse oocytes. Anim. Sci. J. 93. e13759. 
https://doi.org/10.1111/asj.13759 

5. Kawano H, Yamashita N, Ito J, Kashiwazaki N. 
2021. Chromosomal analyses of human giant 
diploid oocytes by next-generation sequencing. 
Reprod. Med. Biol. 20. 260-266. doi: 
10.1002/rmb2.12378. eCollection 2021 
Jul.PMID: 34262393.  

 
3.社会貢献 20％ 農林水産祭中央審委員・学術団体役員（日本畜

産学会・日本卵子学会・日本生殖工学会）・農業

団体評価委員等 

4.臨床活動 0％  

5.管理運営 20％ 麻布獣医学園評議員 

6.その他 5％ 高等学校での講義等による「学生募集」活動など 

 


